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Ⅲ　ボイラーより発生するばいじんの理化学

鞄特性について

ChemlCaland PhysICalPropertleS Of

Dust EmlSSlOnS from B011er

大　気　科　　大　渕　康　彦

1　まえかき

ばいじんの人体および環境に及ぼす影響を考察するに

は、ばいじんに含まれる金属の化学組成および粒度分布

の調査が必要である。その一環として、各種固定発生源

より生じるばいじんの調査を行った。

本年度は、県内のばい煙発生施設のうちで最も多い重

油専焼ボイラーを取り上げ、詞査したので報告する。

2　調査方法

調査対象としたボイラー施設は、水使用量が10t／b

クラスで、燃料使用量も500～1，000且／／b程度の

中規模ボイラーを選び、使用燃料は、A重油およびC重

油使用の施設を対象とした。

排カス中のばいじんは、円筒濾紙および円形慮紙を用

いてJISZ8808により採取した。

粒度分布は、9段分級のアンダーセンスタックサンプ

ラ鵬により採取した。バックアップフィルターはGBlO O

Rを使用した。

金属の分析法は、濾紙については、J工SKO O97の

硝酸・塩酸法により抽出し、ノ、ナシウムは比色法、他の

金属は直接原子吸光光度法で分析した。

アンダーセノで採取した試料は、ステンレスプレート

をアセトン中で30分間超音波洗浄後、アセトンを揮散

させ硝酸・塩酸抽出後、濾紙と同様に分析した。

形状については、プレート板に取れたばいじんを走査

型電子顕微鏡で観察した。

3　結果および考察

3．1　■緋カス中のはいLんについて

TableIに金属濃度と金属含有率を示す。

TableI　排カス中ばいじんの金属濃度と含有率

ばい じん
濃　 度
（乾／N押㌔〕

Fe M n Z n M g C r N ⊥ Ⅴ

％ ．明細届％　 〟針¶†げppm 〃紳 7ガ p即＝瑠用㌦ ppTn 〃夢刊ガ ppm 〃針¶7ガ 押皿 明細届

A 施設 0　007 6．35 424 291 1 94 509 3 40 453 3 0 3 54　3 3 63 939 6 27 0 22 14 9

C 施設 0　044 3 73 1，650 170 7 53 78 3 34　7 508 22　5 84 4 3 73 9，90 6 438 1 62 718

金属濃度についてみると、C重油使用施設（以下C施

設という）はA重油使用施設（以下A施設という）に比

べすべての金属濃度が高い慣向にある。これは、ばいじ

ん濃度の違いからもうかがえ、特にニッケル・バナンウ

ム・亜鉛において著しい。

金属含有率についてみると、C施設はA施設に比へ、

ニノケルりミナゾウムが高く、クロムが低くなっている。

重油専焼ボイラーの特色として、先に韓告したばい煙

発生源と比べニソケル・バナンウム含有率が高いことが

言える。

3．2　はいじんおよひ金属の羊立度分布

Flgl～8にばいじんおよび各金属ごとの粒度分布を

示す。これらの図では、横軸に粒径（Dpうの対数をとり、

在軸にひん数（dD％）を粒径の対数（d（Log・Dp）〕で

険したものをとってあるので、累廣曲線の変曲点の位置

がひん度曲線の山または谷と一致する。
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Flg7　クロムの程度分布
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Flg2．鉄の粒度分布
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F⊥g5．ノ、ナノウムの粒度分布
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Fユg8．亜鉛の粒度分布

ばいじんおよび各金属の粒度分布の全体的な′くターン

を見ると15〃椚付近に谷のあるものが多い。このことは

佐藤ヨ）らの報告の様に粒子系を粗大なものと微小なもの

とに分けようとする場合、15β椚を境として考えると良

いことを示している。

ばいじんについてみると、A施設では6／〃乃付近と05

甘椚以下に、C施設では12杵椚以下にピークをもつ2

山型を示している。これは松尾3）らの報告にある5糊

付近に高いピーク、08〟椚付近に小さいピ【クが認め

られた分布型に類似している。

TableⅡに粗大粒子の割合を示す。前述のように粗

大粒子を15〃椚以上と考えると、A施設の60％に比

へC施設は80％と高く、粗大粒子が多いことを示している。
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Flg3．マンカンの粒度分布
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Flg6．てク不ノウムの粒度分布

TableⅡ　粗大粒子の割合（％）

ば い

じん
F e M n Z n M g■ C r N l Ⅴ

A 施 設 59 8 3 6 5 4 ニi 3 8 34 1 3 7 5

C 施 設 8 0 7 7 5 9 60 6 5 67 5 3 5 8

各金属についてみると、粗大粒子のピーク位置はクロ

ムのC施設をのぞき大体ばいじんと同様である。鉄・て

ソガン・クロムの緻小粒子のピーーク位置は07／物付近

にある。

A施設の鉄は、粗大粒子か8　3％であり、粗い方に分

布していることを示している。

A施設のニノケルは、微小粒子が87％であり、ほと

んど細かい方に分布している。
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A施設とC施設の相違点をみると、ニソケルとクロム

についてA施設は故小粒子、C施設は粗大粒子が多い分

Pbot01　多孔質粒子

3．3　はいじんの観察

代表例としてPhot01～2に顕微鏡写真を示す。

A施設のアンダー‥ヒン・サンプラーの1段目とC施設

の4段目以上にphot01のようなアッシュ雪コークス

状の皐孔質粒子を認めた。また、A施設の7段目以下に

phot02のようなカーポンプラックとみられる球型粒

子を認めた。

4　ま　と　め

ボイラーより発生するばいじんの理化学的特性を調査

した結果一　次の知見を得た。

（1）ばいじん中の金属濃度は、C施設ではA施設に比べ

特にニソケルりミナンウムー亜鉛が高い。

（2）ばいじん中の金属含有率は、C施設ではA施設に比

べ、ニソケルリミナシウムが高く、クロムが低かった。

（3）ばいじんの粒度分布は、A施設は6／j明付近に、C

施設は12〃椚付近に高いピ【クをもち、また、05

〃椚以下にもピークをもつ2山型である。

布を示した。マクネシウムは、A施設が3山型、C施設

は1山型を示した。

Phot02　球塾粒子

（4）粗大粒子は、A施設60％、C施設80％とC施設

の方が多い。

（5）A施設の鉄は、粗大粒子が83％と粗い方に分布し

ている。

（6）A施設のニソケルは、微小粒子が87％と細かい方

に分布している。

（7）形状観察において、7ソシュ・コークス状の多孔質

粒子とカーポソブラックが認められた。
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